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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　　　　　　　　ヤ

　　　　Thew「ite「has．sη「v¢yedthelime書t・nedep・sit♀tT・gainthewestempart・f
Toyama　Prefecture．

　　　　The　rocks　exposed　inl　this　district　are　composed　of　granite　andl　gneiss　belonging㌻o

、members　of　s6called　Hida－Complex．

　　　　Granite　occurs　in　northern　area，gneiss　crops　out　in　southern、area，and　Tertiary

rocks　rest　over　granite　and　gneiss　in　n6rthern　area　of　surveyed　field．

　　　　Granite　is、devided　info　two　main　type　rocksl　one　is　homblen母e－biotite　granite，

the・the翼a♀liticgranite・Thef・rmersh・wsstr・ngshist・sityinitsmarginalphase・．
some㌻imes　t厚rns　out　to　injection　gneiss，the　later．1imestone　bed　is　running　in　direりtion　of

N30－400W　at　not、hem　arga，N－S　at　southem　area，N30－409E　in　southwestern　area　o至

sur▽eyed五eld．Thewidthoflimestoneis60－300minappearanc6，
　　　　：Lilnestone　is　limited　fGr’industrial　use　due　to　its　crystalli血e　and　it　is、unsuitable　for

ceme耳tindustry・s・，itmβybebettert・usef・rcalcium一吻“regr・therchemicaluse・
Genelally，aウ1itic　granite　is　acomうanied　with　pinc　feldsper．

　　　　　Gneiss　is　class慣ed　into　t｝lree　type；＄o　called，para－gne董ss　is　mainly　granitic　6重

gabbr・ic，・r恥・一gneissisexp・sedinsmallare3，、andi血」ecti・ngneissisf・undedinthe

marginal　area　of　ortho－gneiss．

　　　　　Thengranitizati・np・mm・nlyisst士・ngatn・伽rnareaandweakats・uth¢rnarea

of　surveyed五eld．

　　　　　Limestone　is　a　mo＄t　resistable　rock　in　member　of6riginal　rocks　of　para－gneiss　for

granitization，it　is－white　in　colour，crystaIline　or　sub・crystalline，bearing　c曾mmonly　a

】ittl61epia・一graphitebuts・metimessu伍cientam・μnt・・flepid・grearthygraphiteatneigh－
bourhoo（i　of　inject　gneiss．　　　　　　　　　・　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　一

　　　　　Tertiary　beds　consist　of』tu鉦一breccia，tuffaceous　sandstone，aggIomeratic　tu丘・breccia，

andth・sealtemati・n・distributed・vergranite3ndgneissi叫・rthemarea・　　－
　　　　　甘aultsarerunningt・tW・maindirecti・n30皐eisfr・meastt・westinn・rthern
area，another．from　north　to　south　along　the　Yamada　river．

1．緒　　言

　本地方の石灰岩調査にりいては，さきに名古屋通商産

業局鉱山部千村技官を主とする前後2力年にわたる概査

があり，ごの取り纒めとして，第3年目に筆者は鉱山部

千村勘・福地義寛・竹内好男および富山県庁浅野久男と

ともに，、総括的な概査を昭和29年10月20・日から約10

＊1名古屋駐在員事務所

泊間にわたつ．て実施した。こ瓦にその概略を報告するo

この報告に際して，調査匠種々の便宜を賜わつた県当

局・礪波農工農業協同組合連合会の各氏㌍深甚の謝意を

封る聯である・な禅料呪析購山県立珠撒
場が相当した。

2．位置および交逼

鉱床は利賀川の上流にあたる富山県東礪波郡利賀村地

21r（21）



／

地質1調査所月報（第7巻第1号）

内にあつて高沼を中心とし，北は深道から

南半には片麻岩類が分布する。　　．　　　　』

北半の低地に特に発達する花嵩岩は，閃

雲花崩岩およびアプライト質花嵩岩で，・侍

に片理が著しく全く花歯片麻岩に変わつている。・これを

除く一麗の片麻岩はいわゆる準片麻岩で原岩の一員を

なす晶質石灰岩のレソズおよび層を挾み，一般にアプラ

イト質で，調査地北半では花嵩岩化が著しく，南部では

や～弱く，柘榴石絹雲母葡萄石片岩のレンズをしばしば

みることがあるo

　また花嵩岩化作用に強い抵抗を有する石灰岩は，北部
『
に
お いては粗晶または顕晶質白色のもので時には鱗片一

黒錯を少量含み南部においては微晶質白色で，土状また

は鱗状の黒錯を伴ないダ高清水附近においては鉱床とし

て稼行されている。　．

　第三系の凝灰質岩は，角礫凝灰岩・凝灰質砂岩または

．
．
　

，　い＼　服・

　　　　第1、図　地　質　図

集塊岩質角礫凝灰岩などの互層からなり，北部において「』

は尾課に近し，・高所において・片麻岩類を不整合に覆つて

いる。また南方山田川上流においては，断層をもつて片

麻岩と接している。

　5．2f断層、

　本地区は，花崩岩類および片麻岩類によつて大部分が

占められるので，一朋瞭な断層はみいだし難い。しかし北

部においては東西系のもの数条があり，第三系の諸岩層

を切つている。その最も大きなものの一つは，脇谷・深

・道を通るほとんど東西に走るもりで，断層面はやN北へ

傾く・．さらにとれに附随して871m高地附近には2条

の断層を認めることができる。また片麻岩の片理，石灰’
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　岩の分布から，山田川に沿つても断層の存在が推定され一

　山田川はこれに沿つて開折せられた構輩谷と考えられ

　る。このほか山田川上流においで，山田川推定断層に平

　行する南北系の断層があり，これによつて第三系と片麻

　 岩は互に接する。これらの諸断層は中新統の諸層を切つ

　ているので，第三紀中新世域後のものと考えられる。

　　5．3岩脈
　　本地方にみられる岩脈類には大略して2種類がある。

　一つは煙斑岩岩脈で871m高鞄東側の1片麻岩中に数～

　16数cmの厚さをもつて片麻岩中に貫入してい喬・他

　，の噌つは高清水南方において片麻岩および石灰岩を切つ

　　て，数16cm～数mの厚さをもつて貫入する玲岩岩脈・

　である。どれらの岩脈は，地質構造上にも，また石灰岩

　　についても認むべき変化を与えていなy・。

　　5．4・地賀構造
・　　片麻岩との石理・組織および石灰岩の構造を考察する

　　と，大略向剰・背斜の＃連の構造が認められ，中新世以一

　　後の断層によ6擾乱を受けてはいるが，”なお山田川に沿

　　う推定断層以西ではそれによる大きな構造異変がなく，

　　原構造をまく残していることがうか讐える。しかし山

　　田川を挾んで構造峠大き：く異なり，西部区域の構造が波

　　形を描くのに対して，。本部区域はおXむね単翻構造を示

　　し，断層を隔てて鋭く対立ずる。片麻岩の構造は局部的

　　には変化に富むが，その片理はおXむね方向性を有し，

　一石灰岩層により推定しうる原構造に一致するようであ

　　る。　．

6．石友岩

6．1概況、
本地区の石灰岩は，片麻岩中にレンズ状または平行な

層状をなして介在し，調査区域の北半・南部および南東

部にそれぞれ分布する。このうち北半区域の871m高地

C

附近に最も集中しているぎ各区域に

おいて石灰岩層の延長方向は多少異．

稼り，㌧北半においてはN30～400W

に近く，南部においては南北に近ぐ

南東部に・：おいてはN30QEに近い走

向を示す。

　花崩岩の著じい北部においては粗

粒白色で，時に鱗片状黒錯を含み，，

南部におい七は粒度がやΣ低く黒錯K

を多く伴なう。

　また北部およが南東部の石庚岩は

や」厚く，　見括卜上　60＾ノ300m　をこ近

い厚さを示すが，高沼以南高清水地

方においては10数mの厚さを示し一

一般に薄いものである。したがつて

開発上の見地から，高沼以北の北半区域すなわち脇谷よ　F

り871m高地の周辺地域の調査に重点を置いた。・871斑

高地の東側では，礪波農工農業協同組合潭合会が現在小

規模に採掘稼行している。

　6．2　871m高地附近の石次岩．

　主として片麻岩および花嵩岩中の片麻岩に介在する比

較的厚いレンズぞある。60m以上の見掛げの厚さを有

し，おxむねNWの走向を示す。時に小レンズを伴な

う。また第三系凝灰質岩類の互層によつて覆われ，さら

に東西に走る断層によつて3ブ官ックに分かれる。どの

各ブ質’ヅクごとに数条の石灰岩のレンズまたは層があ

る。いまこれらを北部・中央部および南部の3ブ戸ヅ、グ

に分けて記述するQ

　北部：　脇谷・・深道を結ぶ東西の断層をもつて北方に

広く分布する第三系と接するこの区域内のものは，上部P

は第三系によつて葎われ，下方は花醐岩・片麻岩が広く．

占める。3カ所に露頭があり，相互に関連』して横臥する

もののように見受けられるが，露頭附近には石灰岩崖錐

が発達するため，相互関係は明瞭にし難い。各露頭にお

・ける見掛の厚さは10数mに及ぶと思われる。脇谷に

近い西側の露頭附近はおびた史しい転石・崖錐があり，

．ある程度採掘の対象となりうるものと思われる。

　中央部：　脇谷高溶を通ずる県道上に露頭があり，北

西一南東に走り871m高地の西側匠のみ露出するもゐ

で2層からなる乙尾根に近い高所は第三系に覆われてそ

の下部は明らかでない。

　見掛の厚さは60・》86m，比高ほ160’》200mで，延1

長は県道から350・》400血に及ぶ。外観は白色晶質で少

　しく黒錯片を含む。脇谷近くに旧時稼行焼成した窯跡演

あるq輸送上最も便利な位置にあるが，県道に面するた，・

め稼行に難点が予想される。
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　南部：　最も厚くかっ長大な石灰岩層の分布する区域

であつて，尾根の西側は花嵩岩化が著しく，花闘岩に消

化され県道附近で尖滅するものが多く，尾根の東側の現

在協同組合が稼行している石灰岩層と，』高清水に至る盲‘

動車道に沿う石灰岩層との2層がおもなもので，これに

伴なつて数条の小レン’ズがある。

　尾根の西側から自動車道に一沿うものは，早掛上約80

mの厚さを有し，薙長約900m，比高200mK達し
調査地域内で最も長大なものである。尾根近くに窯跡が

現存する。またこれに附随ずるレンズは厚さ20m，延

長数100mのものがある。これらは花嵩岩化が著しぐ，

そのため変成度もほかのものに較べてや』高く，粗晶質

で多少の珪酸塩鉱物を含む。

　尾根の東側のものは，地区内では最も肥厚したもので

片麻岩を挾むが，見掛上約300mに及ぶ厚さを有する。

深道道から高さ200mに達し，断層に切られて叉辺500

mの3角形の範囲を占めている。深道道以下は急峻な

斜面と茨木のために，追跡が困難で詳らかになし得なか

つた。一部に煙斑岩湖脈が認められるがその幅は数10

cmにすぎない。この石灰岩は現在1日10～15t採掘

されているが，戦時中にも稼行されたもので周辺にいく

γうかの窯跡がある。

　以上のほか高沼附近にも見掛上10数mの厚さを有す

るものが3条みられるが，地形上」応採掘困難なものと

して調査を省略した。

　これらめ石灰岩は甚だしく布崩岩化の進んだ地域内ρ

もQであり’，かつ地表の状況からして鉱量を算定するこ、

とには危険がある5また品質上単に晶質であるばかりで

なく，変成交代作用により品質・・成分はかなり不均一で

．あると予想される。概括的に採取した試料について分析

し牟結果は第1表の通りである。すれによれば一般にヤ

グネシウムおよび鉄に乏しく，多少の珪酸およびアルミ

ニウムが含まれてい為ごとがわかる。晶質であるため用

途としては加熱成には不適と思われるが，一般のタンカ

ル肥料など粉砕のみによつて使用しうるものには利用し

うるであろうし・　また熱損のある限界においては，セ、

メント工業などに使用し得ぬものでもないと考えられ

る。

第1表　化学分析表

景
Al
A2
A3
A4
Aお

Bl
B2
B3
B4
B5
Hl
H2
H：3

・H4　・

不溶残　CaO

　％，　％

2．06

1．71
1．1工

1．66

2．73

0．81

0．91

1．43『

0．51
2．28「

97．33

4．36

0．56
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55．78
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53．40

0．44・

49．92
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Fe203

　・％

0．28

0．16

0．22

0．14

0．32
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0．16
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0．09

0．32
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0．14

0．89
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0．25
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L「04

1．37
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1
． 59

1．24

1．77
、0．74

0．42
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Q．31

3．02

MgO，，

　％

0．18

0。59』

0．46

0．38

0．50

0．38

0．55

0．68

0．31

0．52

0．10

0．46

0．36

0．17

註）　A：甫部旧稼行跡　　B：南部現稼行所　H：中央部協谷

7．結P語

　本地区は，花歯岩・片麻岩およびこれらを不整合に覆

う第三系の凝灰質岩類からなる。片麻岩中にはその一員

である石灰岩層が残存して，レンズまたは層をなして分

布する。高沼から北の北半部では花嵩岩化が著しく，南

部はやN弱い傾向がある，。1第三紀中新世域後の東西また

は南北方向の断層が発達するる石灰岩層は，調査地内各

所にみられるが，高沼以北の北半部が最も重要で，871m

高地附近では断層によりさらに北部・中央部および南部

の3ブロヅクに分けられる。これらの石灰岩は，晶質白

色で時に鱗状黒錯を含む。ブロック別の石灰岩の概略の

鉱量は，中央部756，000t，南部1，989，000tに達し，開

発に着手し易い条件にある。これら以外の各地のものを

加えれば，この地区の鉱量はさらに大きなものとなる。

　品質上晶質であるため熱損が多いので，加熱焼成処理、

を要する用途はなるべく避けるのが賢明であるが、ある

限界内においてはセメント工業などに利用することもで

きホう。原石のまX粉砕して処理できる穿ンカル肥料，

および化学工業原料などに使用ずるのが最も望ましい。1

　　　　　　　　　　（昭和29年玲月調査）
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